
 

 

 

 

 

 

 

９月１０日（木）学習参観に引き続き、第２回学校運営協議会を開催しました。今年度は、 

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、第１

回（５月予定）を書面審議とさせていただいたた

め、協議会委員と学校職員が初めて顔を合わせる

機会となりました。 

年度当初の予定では、９月４日（金）に開催予定

でしたが、６年生佐渡宿泊体験学習が延期され、同

時期となったために急遽開催日を変更いたしまし

た。そのために都合が付かず、委員全員の参加とは

なりませんでしたが、充実した内容で協議を行う

ことができました。 

 主な議事内容につきまして、お知らせいたしま

す。どうぞご覧ください。 

 

 

 

◎学校運営協議会は、上越市内全小中学校に設置されています。今年度で９年目となります。 

◎学校運営協議会が設置されている学校を「コミュニティ・スクール」と呼んでいます。 

◎三郷小学校は、コミュニティ・スクールです。 

 

［役割①］ 学校運営の基本方針を熟議し、承認すること 

     ⇒校長の経営方針、学校のグランドデザインについて承認をします。 

［役割②］ 学校の運営全般に意見を述べること 

［役割③］ 学校の運営状況を評価すること 

     ⇒学校評価をもとに「学校関係者評価」を行います。 

［役割④］ 地域住民等に対し、情報提供を行うこと 

 

 

 

（１）学校からの説明 

  ＊学校だより「翔け三郷の子」８月号に記載の学校評価データに基づいての説明と、夏休

み中に行った 3プロジェクト（ハート、スタディ、チャレンジ）ごとの分析と 2 学期の

取組について説明があった。 

（２）質疑・応答 

 ・１学期の学校評価結果についての質疑は、特になし 

 ・コロナ禍での子どもたちの学校生活の様子について、例年との違い等を教えてほしい 

 ＜６年生＞ 

 ・昨年度末の臨時休業明けから始まった４月７日、始業式の日に６年生に「臨時休業中に考 

えたこと」を書いてもらった。 

「このままずっと一年中学校がないのかなぁ」 

三郷小学校 

学校運営協議会だより 
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1 学期末学校評価について 

 



「６年生としての最後の行事が全てなくなってしまうのかと不安になった」 

「学校へ登校して、クラスに入り、まず１・２・３…と友達の数を数えてみた。16 人全員 

いてほっとした」 等の記述があった。やはり、大人以上に子どもたちは、不安を感じたり、

友達との関わりを求めていることが分かった。 

・先日、佐渡へ宿泊体験学習に行ってくることができた。ただ、出発前、子どもたちはもしか 

したら、行けないのではないかと口には出さないけれども、心の中で不安を常にもっていた

様子が伝わってきた。佐渡での 3 日間の貴重な時間は、子どもたちにとってクラスの絆や友

達同士のつながりをより深めることができた。 

＜1 年生＞ 

・入学してまだ間もなく、再度の臨時休業となった。1年生にとっては、学校に慣れる大切な 

時期であり、学校再開後、再び仕切り直しをしてのスタートをした。休業中、家庭での保護 

者のご協力で、三郷小学校校歌をみんな覚えてきたことにはびっくりし、感心した。 

                     

                ★学校からの２学期の取組提案を基に協議を行いました。 

 

ハート部会 

〇「あいさつの日常化」を中心に話合いを行いました。 

・城西中学校の様子を聞くと、コロナ禍でマスクを着用して登  

校している中では、大きな声のあいさつは難しいとの声が聞 

かれる。地域の方からは、元気なあいさつを期待されるが、 

「新しい生活様式」でのあいさつも必要なことだと思う。 

・子どもたちは登校後、校長室で「おはようございます」のあ  

いさつをしているが、帽子を取り、目と目を合わせて気持ち 

のよいあいさつができている。あいさつを交わすと気持ちがよいこと、相手に元気を伝える 

ことができること等を再確認したい。誰に対しても、いつでも気持ちのよいあいさつができ 

るように子どもが主体となった取組を進めたり、家庭と連携した取組を進めたりしていく。 

スタディ部会 

〇コロナ禍での子どもたちの学びや今後、子どもたちに身に付 

けてほしい資質・能力等について話合いを行いました。 

・「新しい生活様式」に基づく学校生活では、学習場面において

も密を避けることが求められる。「学び合い」の学習形態の工

夫を進めていくことが重要である。 

・オンライン会議や教育活動においてもオンライン学習等、加速

度的に ICT の活用が進んでいる。今年度中には、全国の小中

学校でGIGA スクール事業が行われ、子どもたち一人一人に 

 情報端末（タブレット）が行き渡る。ICT 活用が当たり前の世の中になる中で、今までの常

識にとらわれず、新しい学びについて研修していく必要がある。 

チャレンジ部会 

〇ゲーム、YouTube、SNS などメディアとの付き合い方や望まし 

い生活習慣について話合いを行いました。 

・先日、全校児童を対象に講師を招いて、メディア学習会を行っ

た。ゲーム依存やネット依存等が言われているが、ゲームやメ

ディアが悪いわけではない。子どもたちが自分自身で考え、コ

ントロールする力を身に付けることが重要である。来年度以

降、保護者を対象にしての学習会も必要だと思う。 

・望ましい生活習慣の定着に向けて、「朝食の大切さ」に焦点を当てて取組を進めていく。 

 

次回の学校運営協議会は、令和 3年 2 月 12 日（金）15 時 10 分～に開催予定です。 

協議してほしい事項がありましたら、三郷小学校運営協議会事務局（三郷小野口教頭） 

（Tel）523-3559 までご連絡ください。 

３プロジェクト部会ワークショップ 

 


